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地域公共交通確保維持改善事業・事業評価総括表
（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

令和4年2月28日

評価対象事業名：令和3年度地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

協議会名 ①補助対象事業者等 ②事業概要

協議会における事業評価結果

備考

　前年度利用者数が大きく減
少したこともあり、路線の見
直しを検討している。

●俣落線①～④
交通センター～りん
どう園～俣落～町
立病院～交通セン
ター
●武佐線①～③
交通センター～まこ
と～武佐・開陽～町
立病院～交通セン
ター

中標津町
中標津町地域公
共交通会議

・自己評価のとおり、事業は適
切に実施されている。
・新型コロナウイルス感染症の
影響等により、目標を達成する
ことができなかったことはやむを
得ない面があるものの、このま
まの利用水準では、補助対象外
となってしまう可能性もあるた
め、更なる利用促進の取組を
行っていただくとともに、利用
ニーズに合わせた運行形態の
検討も必要である。
・持続可能な事業となるよう、収
支率といった事業効率の改善に
つながる目標を設定することも
ご検討いただきたい。
・今後も継続的に維持していくた
めにも、地域公共交通計画を策
定することを強く期待する。

　生活交通手段を維持・確保
し、地域住民の日常生活の
移動確保や地域間幹線系統
との接続による広域的な移
動を図るため、町有バス路線
は必要だが、現状の利用実
態を踏まえて、運行形態やダ
イヤ、車両規模等の検討が
必要である。
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